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歴史を伝える大師の里　心と力を合わせ　未来に誇れるまちづくり 令和５年２月28日（2023年）

題 字　 後 藤 仁 田（性相院）

＝第27号＝

　

コ
ロ
ナ
禍
で
繰
り
延
べ
に
な
っ
て
い
た
最

上
三
十
三
観
音
子
年
連
合
御
開
帳
が
令
和
４

年
５
月
１
日
～
10
月
31
日
ま
で
実
施
で
き
ま

し
た
★
御
開
帳
に
県
内
外
の
方
々
か
ら
御
参

拝
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
★
当

宝
珠
山
千
手
院
御
本
尊
千
手
観
世
音
菩
薩

も
、
に
こ
や
か
に
ご
参
拝
頂
き
、
安
堵
し
て

く
だ
さ
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
★
ま

た
、
長
い
期
間
、
ご
参
拝
者
へ
の
接
待
に
当

ら
れ
た
別
当
会
会
長
後
藤
弥
一
郎
さ
ん
は
じ

め
、
別
当
会
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

心
の
こ
も
っ
た
ご
接
待
の
数
々
大
変
好
評
を

博
し
、
地
元
山
寺
地
区
民
、
喜
び
一
杯
で
す
。

★
こ
の
度
の
御
開
帳
に
嬉
し
い
こ
と
が
三
つ

あ
り
ま
し
た
。
一
つ
、
千
手
観
世
音
菩
薩
へ

の
ご
参
拝
者
が
多
か
っ
た
こ
と
。
も
う
一

つ
、
県
外
の
ご
参
拝
者
の
多
く
が
垂
水
遺
跡

界
隈
（
大
小
無
数
の
洞
穴
を
有
す
る
東
西
約
200

ｍ
の
岩
壁
に
古
峯
神
社
、
稲
荷
神
社
、
不
動
尊

菩
薩
を
祀
り
、
山
寺
草
創
期
の
面
影
を
残
す
処
）

へ
山
路
を
踏
み
し
め
て
お
上
り
頂
い
た
こ
と
、

垂
水
界
隈
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
仏
も
、
ご
満

悦
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
三
つ
目
は
数
多
く
の

御
開
帳
参
拝
歓
迎
幟

の
ぼ
り

旗ば
た

で
お
迎
え
で
き
た

こ
と
、
地
元
山
寺
と
し
て
大
き
な
喜
び
で
す
。

★
山
寺
の
皆
さ
ん
、
参
拝
者
か
ら
頂
い
た
ご

縁
の
力
添
え
、
今
後
の
地
区
の
振
興
・
発
展

に
結
び
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

発行所　やまでら館
〒999-3301 山形市山寺517-1
TEL 023-695-2001 FAX 023-695-2164

発行者　山 寺 地 区 振 興 会
編　集　宝珠のしずく編集委員会発行所　やまでら館

〒999-3301 山形市山寺517-1
TEL 023-695-2001 FAX 023-695-2164

発行者　山 寺 地 区 振 興 会
編　集　宝珠のしずく編集委員会

多くの参拝者で賑わう多くの参拝者で賑わう

最上三十三観音第二番

宝珠山千手院、垂水遺跡界隈



 － 2 －

　

写
真
の
方
が
、「
山
寺
風
土
略
記
」
の

著
者
伊
藤
友
信
氏
。『
山
寺
村
風
土
略
記
』

（
以
後
、
風
土
略
記
と
略
す
）。

　

原
文
は
、
カ
タ
カ
ナ
・
漢
字
交
じ
り
の

文
語
体
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
紹
介
す
る
に

当
た
っ
て
、
ひ
ら
が
な
・
漢
字
交
じ
り
の

口
語
体
に
翻
訳
し
小
見
出
し
を
附
し
て
み

た
。
息
子
、
信
之
氏
は
「
山
寺
村
風
土
略

記
」
序
文
に
、

　

『
故
人
友
信
が
書
き
遺
し
た
文（
ふ
み
）

の
中
に
『
山
寺
村
風
土
略
記
』
と
い
う
一

編
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
故
人
が
以
前
山
寺

学
校
に
奉
職
中
に
書
き
と
め
た
小
文
で
あ

る
。
友
信
は
日
記
の
中
で
、
も
と
も
と
こ

の
文
は
、
ほ
ん
の
手
慰
み
に
気
の
向
く
ま

ま
書
い
た
も
の
な
の
で
、
人
に
見
せ
る
も

の
で
は
な
い
と
書
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
か

ら
、
行
李
（
こ
う
り
）
の
中
に
し
ま
い
こ

ん
で
い
た
。
こ
の
度
、
故
人
の
教
え
子
と

そ
の
外
の
人
た
ち
が
相
談
し
て
碑
を
建

て
、
そ
の
記
念
に
出
版
を
し
た
い
の
で
、

お
許
し
願
い
た
い
と
の
伺
い
が
あ
っ
た
。

本
当
に
有
難
い
こ
と
な
の
で
快
く
承
諾
し

た
。
こ
の
出
版
は
、
故
人
の
遺
志
に
背
く

よ
う
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
逆
に
山
寺
に

光
を
当
て
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

山
寺
は
天
下
に
珍
し
い
景
観
の
優
れ
た

稀
な
地
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
名
が
知
ら

れ
な
い
の
は
、
一
つ
は
山
寺
が
僻へ

き

地ち

で
あ

り
、
書
き
記
し
、
知
ら
そ
う
と
す
る
人
が

い
な
か
っ
た
か
ら
で
は

な
か
っ
た
の
か
。
こ
の

小
文
は
、
何
度
も
読
み

返
し
、
推
敲
（
書
き
直

し
）
を
重
ね
た
も
の
で

は
な
い
の
で
、
抜
け
落

ち
や
、
誤
り
が
多
い
か

も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

少
し
で
も
世
間
か
ら
注

目
さ
れ
て
、
誰
か
に
よ

っ
て
推
敲
を
重
ね
完
全

な
も
の
に
し
て
頂
け
た

ら
、
ほ
ん
の
少
し
で
も

山
寺
の
役
に
立
つ
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
度
の
出
版
で
、

故
人
の
志
が
無
駄
に
な

ら
な
い
で
す
む
の
で
は

な
い
か
と
の
思
い
で
い

る
。
自
分
は
、
今
回
の

出
版
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
に
謹
ん
で
感
謝
申
上
げ
る
』

と
記
し
て
い
る
。

　

風
土
略
記
は
、原
稿
用
紙
（
四
百
字
詰
）

二
十
枚
程
の
冊
子
で
あ
る
。
記
述
内
容
は

明
治
19
年
４
月
～
明
治
20
年
11
月
の
山
寺

の
状
況
を
立
石
寺
、
村
の
風
土
・
人
情
・

方
言･

等
を
記
録
し
た
も
の
で
、
山
寺
を

語
る
史
料
的
価
値
の
髙
い
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、「
☆
山
寺
の
集
落
」
の
記
述
を
紹

介
し
よ
う
。

☆
山
寺
の
集
落

　

『
山
寺
村
が
何
時
の
頃
か
ら
開
け
た
も

の
か
は
、
現
在
で
は
、
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
世
間
一
般

で
は
、
慈
覺
大
師
円
仁
が
山
寺
山
に
宝
珠

山
立
石
寺
を
開
山
し
た
時
か
ら
で
は
な
い

か
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　

山
寺
村
は
東
村
山
郡
の
最
も
東
端
に

あ
る
山
村
で
、
宮
城
県
名
取
郡
と
境

を
接
し
て
い
る
。
こ
の
村
の
総
段
別
は

二
百
五
十
五
町
九
段
二
十
歩
。
総
地
価
金

五
万
二
千
七
百
九
十
余
に
し
て
、
戸
数

三
百
七
十
六
戸
、
人
口
二
千
三
百
二
十
六

人
、
内
男
千
百
八
十
九
人
、
女
千
百
三
十

七
人
。

　

往
昔
、
山
寺
村
は
七
院
に
分
け
ら
れ
て

い
た
。
即
ち
中
院
・
南
院
、
こ
の
二
院
は
、

今
川
原
町
と
呼
び
、
戸
数
は
合
計
六
十
九

戸
で
あ
る
。
安
養
院
、
今
の
宮
崎
・
地
蔵

堂
を
指
し
、
戸
数
六
十
一
戸
。
芦
澤
院
、

今
も
呼
名
は
変
わ
ら
ず
、戸
数
四
十
四
戸
。

馬
形
院
、
今
の
呼
び
名
は
た
だ
馬
形
と
な

っ
て
、
戸
数
五
十
戸
。
千
手
院
は
今
も
呼

び
名
は
同
じ
で
、
戸
数
六
十
六
戸
。
山
王

院
は
、
今
所
部
と
呼
び
、
戸
数
四
十
八
戸

で
あ
る
。

　

地
蔵
堂
と
云
う
の
は
、
山
寺
村
の
最
も

西
端
に
あ
る
。
道
は
山
形
よ
り
来
る
も
の

と
、
天
童
よ
り
来
る
も
の
と
二
筋
が
こ
こ

地
蔵
堂
で
出
合
い
一
筋
と
な
る
。
是
よ
り

東
は
宮
崎
で
あ
る
。
宮
崎
よ
り
南
に
行
く

道
が
あ
り
、
芦
澤
に
至
る
。
又
宮
崎
よ
り

東
に
進
め
ば
川
原
町
に
至
る
。
川
原
町
の

中
程
に
南
に
行
く
道
に
橋
を
架
け
、
高
橋

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
道
の
先
は
馬
形
に

な
る
。
馬
形
よ
り
さ
ら
に
東
に
進
む
と
二

口
峠
に
至
る
。
仙
臺
の
往
き
還
え
り
は
こ

の
道
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
高
橋
を
渡
ら

ず
に
東
に
進
め
ば
、
川
原
町
の
は
ず
れ
で

道
が
二
筋
に
分
か
れ
、
右
は
所
部
へ
、
左

は
千
手
院
に
行
く
。
道
路
の
殆
ん
ど
が
険

し
く
、
村
内
の
所
々
に
坂
道
が
あ
る
。

　

山
寺
の
季
節
は
里
の
方
と
余
り
変
わ
り

は
な
い
が
、
山
里
だ
け
に
寒
く
、
季
節
の

移
り
変
わ
り
が
異
な
る
。
即
ち
、
春
は
長

く
雪
は
消
え
な
い
。
夏
は
暑
も
短
い
。
秋

は
早
や
く
紅
葉
し
、
冬
は
雪
が
降
る
の
が

早
い
。
し
か
し
、
風
の
吹
く
日
は
、
全
般

に
少
な
く
感
じ
ら
れ
る
（
鶴
岡
と
比
較
し

て
）』。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
28
号
に
続
く
）
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裁判所書記官正装時裁判所書記官正装時

令和５年１月１日現在 山寺戸数415戸、総人口1,039人（男507人、女532人）　市統計より




